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練馬区版総合戦略

重要業績評価指標（KPI）の平成30年度末実績
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：

：

：

②　「目標値」欄
原則として、令和元年度末の目標値を表示しています。それ以外の時点の目標年次とする
場合は、かっこ書きで時点を表示しています。＊は平成30年度・31年度を計画期間とするア
クションプランの令和元年度末の目標値を表示しています。

③　「30年度末の実績」欄
原則として、平成30年度末の実績を表示しています。それ以外の時点の数値については、
かっこ書きで時点を表示しています。

【表の見方】

①　「現状値」欄
原則として、平成26年度末の状況を記載しています。それ以外の時点の数値については、
かっこ書きで時点を表示しています。

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

「すくすくアドバイザー」
の配置

― ▸5か所に配置 5か所に配置 5か所の配置

乳児一時預かり事業
の受入人数

▸年間延約25,000人
　受入

▸年間延約35,000人
　受入
　（1万人増員）

年間延37,167人
受入

年間延37,221人
受入

ファミサポホームの
開設

― ▸区内4か所に開設 区内6か所に開設 区内6か所に開設

子育てのひろばの
延べ利用人数
（子ども・子育て支援事業計画）

▸191,460人／年
　（H25年度）

202,000人／年
（H28年度）

264,409人／年
（H29年度）

287,454人／年
（H30年度）

計画1　家庭での子育てを応援

【 重要業績評価指標（KPI※）とは 】

平成26年11月に制定された「まち・ひと・しごと創生法」により、地方公共団体は、国

の長期ビジョン・総合戦略を踏まえて、地方版総合戦略を定めることが求められました。

練馬区では、「みどりの風吹くまちビジョン」（平成27年3月策定）およびアクションプ

ラン（平成27年6月策定）をあわせて、地方版総合戦略と位置付けています。地方版総合戦

略に定めた取組について、PDCAサイクル（Plan・Do・Check・Action）を通じた効果検

証を行うため、重要業績評価指標（KPI）を設定しました。

※KPI＝ Key Perfomance  Indicatorの略

① ② ③
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指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

「すくすくアドバイザー」
の配置

― ▸5か所に配置 ▸5か所に配置 ▸5か所の配置

乳児一時預かり事業
の受入人数

▸年間延約25,000人
　受入

▸年間延約35,000人
　受入
　（1万人増員）

▸年間延37,167人
受入

▸年間延37,221人
受入

ファミサポホームの
開設

― ▸区内4か所に開設 ▸区内6か所に開設 ▸区内6か所に開設

子育てのひろばの
延べ利用人数
（子ども・子育て支援事業計画）

▸191,460人／年
　（H25年度）

▸310,000人／年 ▸264,409人／年
（H29年度）

▸287,454人／年
（H30年度）

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

「練馬こども園」の
創設

― ▸私立幼稚園30園認定
  （H29年度）
＊練馬こども園20園認定
（R1年度）

▸認定なし
　（計16園）

▸認定なし
　（計16園）

認可保育所の増設 ▸125所
　（H27年4月1日現在）

▸133所（8所新設）
　（H30年4月1日現在）
＊157所（R1年度）

▸149所（10所新設）
※認証保育所からの移行
　6園を含む
（H30年4月1日現在）

▸165所（16所新設）
※認証保育所等からの移行5
園を含む
（H31年4月1日現在）

地域型保育事業の
増設

▸15所
　（H27年4月1日現在）

▸36所(21所新設）
 （H30年4月1日現在）
＊60所（R1年度）

▸55所（11所新設）
※1所認可保育所に移行のた
め廃止
 （H30年4月1日現在）

▸52所（1所新設）
※4所認可保育所に移行等
のため廃止
（H31年4月1日現在）

保育所等入所希望者
受入率

▸98.7% ▸100% ▸99.5% ▸99.9%

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

ねりっこ学童クラブ
入会希望者受入率

― ▸100％ ▸99.4％
(H30年4月１日現在)

▸97.2%
(H31年4月１日現在)

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

支援が必要な子どもへ
のサポート体制の充実

― ▸スクールソーシャル
  ワーカーの配置　8名

▶スクールソーシャルワー
カーの配置　8名

▶スクールソーシャルワー
カーの配置　16名

ICTを活用して指導でき
る教員の割合
（文部科学省「学校における教育の
情報化の実態等に関する調査」により
測定）

▸59% ▸現状値から増加 ▸70% ▸74.1%

基本目標：Ⅰ　子どもの成長と子育ての総合的な支援

計画1　家庭での子育てを応援

計画2　「練馬こども園」の創設

計画３　すべての小学生を対象に放課後の居場所づくり

計画4　子どもたち一人ひとりに質の高い教育を
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指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

医療・介護連携推進員
の配置

― ▸高齢者相談センター
  4か所に各1名配置

▸高齢者相談センター
  4か所に各1名配置

▶地域包括支援センター
  25か所に各1名配置

「街かどケアカフェ」の
設置

― ▸高齢化率の高い
  地域等4か所に設置

▸8か所開設（計9か所実
施）
※出張所跡施設3か所、
　 地域サロン活用6か所

▸出張型街かどケアカフェ
実施

▸8か所開設（計17か所実
施）
※出張所跡施設3か所
　 地域サロン活用14か
所
▸出張型街かどケアカ
フェ充実
※コンビニの移動販売日
時に合わせ、団地内の
集会室で実施

高齢者支え合い
サポーターの育成

― ▸サポーター数300人
　（H29年度）

▸サポーター数229人 ▸サポーター数318人

生活支援コーディネー
ターの配置

― ▸4名配置
（H29年度）

▸4か所配置 ▸4か所配置

地域密着型サービス
の利用者数

▸1,465人／月
（H27年3月利用実績）

▸1,912人／月
　（H29年度）
※平成28年4月に地域密
着型サービスとなる小規模
通所介護は含めない。

▸1,548人／月
　（H30年3月利用実績）
※平成28年4月に地域密着
型サービスとなった地域密着
型通所介護（小規模通所介
護）は含めない。

▸1,589人／月
　（H31年3月利用実績）
※平成28年4月に地域密着
型サービスとなった地域密着
型通所介護（小規模通所介
護）は含めない。

在宅療養の希望者の
割合
（高齢者基礎調査：65歳以上で要
介護認定を受けていない方）

▸29.3％
 （H25年度）

▸40％ ▸25.3％
 （H28年度）

▸25.3％
 （H28年度）

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

民間「計画相談支援」
事業所の数

▸18事業所 ▸27事業所 ▸26事業所 ▸27事業所

グループホームの整備 ▸重度障害者向け
　　―

▸中軽度障害者向け
　　343室

▸重度障害者向け
　　10室　（10室整備）
　

▸中軽度障害者向け
　　493室
　　（150室整備）

▸重度障害者向け
　用地選定、事業者募集

▸中軽度障害者向け
　 424室
　 （19室整備）

▸重度障害者向け
　事業者選定

▸中軽度障害者向け
　 431室
　 （35室整備）

福祉施設等からの就
労者数

▸年間　100人 ▸年間　200人 ▸年間　216人 ▸年間　226人

障害福祉サービスを利
用するに際して「サー
ビス等利用計画」を作
成した障害者の割合

▸78％ ▸98％ ▸99.2% ▸100.0%

計画6　障害者の地域生活を支援

基本目標：Ⅱ　安心して生活できる福祉・医療の充実

計画５　高齢者地域包括ケアシステムの確立
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指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

人口10万人あたりの
一般・療養病床数

▸人口10万人あたり
　281床

▸人口10万人あたり
　307床

▸人口10万人あたり
　289床
(H30年4月1日現在）

▸人口10万人あたり
　281床
（H31年4月1日現在）

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

福祉避難所の指定施
設数

▸37か所 ▸40か所
　（新規指定3か所）

▸40か所
　（新規指定1か所）

▸40か所

平常時にゆるやかに
見守りあえる地域づく
り

― ▸小地域福祉活動推進
の中で実施

▸小地域福祉活動推進
の中で実施

▸小地域福祉活動推進
の中で実施

計画７　病床の確保と在宅療養ネットワークの構築

計画8　つながり、見守る地域づくり
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指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

都営地下鉄大江戸線
の延伸促進

▸東京都との協議 ▸事業化の諸手続の
  促進

▶東京都との協議 ▶東京都との協議

都市計画道路の整備
率

▸整備率　約5割 ▸整備率　約6割 ▸整備率　約5割 ▸整備率　約5割

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

特定緊急輸送道路
沿道建築物の耐震化
率

▸耐震化率　22.8％
　（23棟／101棟）

▸耐震化率　100％ ▸耐震化率　51.5％
　（52棟／101棟）

▸耐震化率　73.3％
　（74棟／101棟）

無電柱化 ▸無電柱化
電線共同溝整備
2,741m

▸無電柱化
電線共同溝整備
3,853ｍ　（H29年度）
＊無電柱化
【事業完了】9路線〔延
長2,161m〕（R1年度）
【事業中】10路線
（R1年度）

▸無電柱化
電線共同溝整備
3,023m

▸【事業完了】9路線〔延長
2,161m〕
※平成30年3月策定の「練馬
区無電柱化推進計画」によ
り、無電柱化延長は電線共同
溝の整備延長ではなく路線延
長と整理

雨水貯留浸透施設の
増設

▸設置地区　22地区 ▸設置地区　25地区 ▸22地区  設置済み
　 3地区　事業中

▸22地区  設置済み
　 3地区　事業中

防災訓練参加者数 ▸50,000人 ▸53,000人
（3,000人増）
  （H29年度）
＊73,000人（R1年度）

▸72,210人
(2,586人増)

▸72,478人
(268人増)

地域防災力の向上、安
全・安心な地域づくりに
対する満足評価
　（区民意識意向調査）

▸58％
　（H27年度調査結果）

▸現状値から増加 ▸56% ▸59%

計画9　鉄道、道路などインフラの整備

計画10　災害に強い安全なまちづくり

基本目標：Ⅲ　安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備
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指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

石神井公園駅周辺
地区のまちづくり

▸都市計画案の検討・
合意形成活動

▸権利変換計画認可・
都市計画変更
　（H29年度）
＊合意形成活動
（R1年度）

▸合意形成活動 ▶合意形成活動

上石神井駅周辺
のまちづくり

▸整備計画検討 ▸駅前広場の整備計画
案の作成
　（H29年度）
＊事業計画検討
（R1年度）

▸整備計画策定 ▶事業手法検討

まちづくり懇談会や
ワークショップ等
まちづくり活動への参
加延べ人数

▸石神井）
　懇談会参加者
　延106名

▸上石神井）
　まちづくり活動参加者
　延55名
 (両地区ともにH27年10月
末実績)

▸区域内の権利者数
 の1/3が参加
　　石神井）
　　3,700×1/3＝1,233名
　　上石神井）
　　5,500×1/3＝1,833名

▸石神井）
　報告会　　　　　　　　 99名

▸上石神井）
　まちづくり勉強会  　  27名
　まちづくり相談室   　 34名
　協議会　　　　　　　 　 17名
　協議会(役員会)         8名
　意向調査回答者　　 179名
　　　　　　　 　　 延265名

▶石神井）
　報告会　　　　　　　　198名
　意見交換会　　　　　　40名
　勉強会　　　　　　　　　30名
　　　　　　　　　　延 268名

▶上石神井）
　まちづくり勉強会　　  57名
　まちづくり相談室　 　 42名
　協議会　　　　　 　　 　16名
　協議会（役員会）　　　 5名
　　　　　　　　　　延 120名

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

練馬区エネルギービ
ジョンに基づく取組の
推進

― ▸練馬区エネルギービ
ジョンの策定・取組の
推進　（H29年度）
＊エネルギービジョン
の具体的取組の実施
（R1年度）

▸具体的取組の推進 ▸エネルギービジョンの具
体的取組の実施

計画11　地域生活を支える駅周辺のまちづくり

計画12　住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会へ
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指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

創業への総合的な支
援の充実

▸創業セミナー・創業支
援融資の実施

▸創業セミナー・創業支
援融資の実施

▸創業セミナー・創業支援
融資の実施

▸創業セミナー・創業支援
融資の実施

アニメ産業・生活関連
産業等への支援

― ▸調査・検討・試行 ▸アニメコンペティション
等の開催

▸生活関連産業等への支
援の実施、セミナーの実
施

▸アニメコンペティション
等の開催

▸生活関連産業等への支
援の実施、セミナーの実
施

特色ある取組を行う商
店街への支援

― ▸5地域 ▸4地域 ▸4地域

商店街空き店舗入居
促進事業による創業者
数

― ▸年間30名（H27年度）

▸年間20名（H28年度）

▸年間20名（H29年度）

▸年間20名（H30年度）

※H30年度目標を新たに記
載しています

▸年間20名
（※開業に至った人数）

▸年間12名
（※開業に至った人数）

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

練馬果樹あるファーム
事業の推進

― ▸モデルケース2園整備
  　(H29年度）
＊7園整備支援
　　（R１年度）

►モデルケース2園整備 ►6園整備支援

支援が必要な農業者と
農の学校の講座を修
了した「農サポーター」
との間のマッチング数

― ▸年間 8件（H27年度）

▸年間 8件（H28年度）

▸年間 8件（H29年度）

▸年間 8件（H30年度）

※H30年度目標を新たに記
載しています

▸年間8件 ▸年間7件

H26年度より農業収入
が増えた農業者の数

― ▸15戸
　（認定農業者）

▸14戸
　（認定農業者）

▸16戸
　（認定農業者）

基本目標：Ⅳ　練馬区の魅力を楽しめるまちづくり

計画13　地域特性を活かした企業支援と商店街の魅力づくり

計画14　農の活きるまち練馬
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指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

特色ある公園の整備 ▸着手7か所 ▸15か所整備 ▸事業中　 　4か所

▸整備完了　2か所
　　　　　　（計8か所）

▸事業中　 　5か所

▸整備完了　2か所
　　　　　（計10か所）

みどりの保全と創造に
対する満足評価（「満
足」と「どちらかといえ
ば満足」の合計）
　（区民意識意向調査）

▸78.1% ▸増加もしくは維持 ▸76.7% ▸76%

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

「まち歩き」「ポタリン
グ」事業実施

― ▸「まち歩き」「ポタリン
グ」の環境整備

▸区民おすすめスポット等
の情報の収集・発信

※H29年度をもって事業終
了

指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

公園整備に向けた検
討と要請

▸公園整備に向けた
 調整

▸公園整備に向けた
 調整

▸公園整備に向けた
 調整

▸公園整備に向けた
調整

計画15　みどりあふれるまちづくり

計画16　風を感じながら巡るみどりのまち

計画17　練馬城址公園をにぎわいの拠点に
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指標
現　状　値

（原則：平成26年度末）

目　標　値

（原則：令和元年度末）
平成29年度末の実績 平成30年度末の実績

（仮称）区政改革計画
に基づく取組の推進

― ▸計画の策定・取組
 の推進

▸具体的取組の推進 ▸具体的取組の推進

計画18　新しい成熟都市に向けた区政の創造

基本目標：Ⅴ　ビジョンの実現のために
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アクションプラン

平成30年度末の進捗状況

みどりの風吹くまちビジョン
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【表の見方】

① 令和元年度目標、平成26年度末の現況(ビジョン策定時点)

「みどりの風吹くまちビジョン アクションプラン」に記載されている策定時の内容が記載されています。

② 平成29年度末の実績

各事業の平成29年度末時点での取組実績を記載しています。

③ 平成30年度欄

▶ 当初計画

「みどりの風吹くまちビジョン アクションプラン」に記載されている平成30年度の取組内容を記載しています。

▶ 実績

各事業の平成30年度末時点での取組実績を記載しています。

④ 進捗状況欄

「進捗状況」欄の記号は、下記の内容を表しています。

▸ A+ ・・・・・ 計画以上に進んだもの

▸ A ・・・・・ 概ね計画どおりのもの

▸ B ・・・・・ 遅れや修正が生じたもの

※ 道路事業・まちづくりなど、短期での評価になじまない事業については、「＊」を記載しています。

① ② ③ ④

1　相談支援体制の整備

① A

② A+
利用者ニーズを踏ま
え、実施場所を拡大
し、計3か所とした。

戦略計画１　家庭での子育てを応援

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況

(ビジョン策定時点)
平成29年度末の現況

平成30年度

産後ケア事業
実施場所の
拡大
  （計2か所）

―
実施

（1か所）
拡大

（1か所）
拡大

（2か所）

当初計画 実績

(1)妊娠・出産から子育
て期までの切れ目の

ない支援の
充実

妊娠・子育て相
談員による全て
の妊婦との面
談・支援の実施

―
実施 実施 実施

進捗状況 備考
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Ⅰ　子どもの成長と子育ての総合的な支援

1　相談支援体制の整備

① A

② A+

利用者ニーズを踏
まえ、実施場所を
拡大し、計3か所と
した。

① 子ども家庭支援センターによる支援体制の充実

A

A

A+

協議の結果、平成
31年4月からの0-2
歳の受入対象年
齢拡大が決定し
た。

②

A

A

A

2　多様な子育て支援サービスの充実

①
A

② A

③

A

④
A

⑤
A

利便性向上のた
め予約管理システ
ムを令和元年度に
構築予定

戦略計画１　家庭での子育てを応援

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

産後ケア事業
実施場所の
拡大
  （計2か所）

―
実施

（1か所）
拡大

（1か所）
拡大

（2か所）

(2)子ども家庭支援
センターにおける児
童相談体制の強化

支援体制の
強化

―

心理　1名 心理　4名増

保健師　2名増

当初計画 実績

(1)妊娠・出産から子
育て期までの切れ
目のない支援の

充実

妊娠・子育て
相談員による
全ての妊婦と
の面談・支援
の実施

―
実施 実施 実施

進捗状況 備考

要支援家庭を対
象としたショート
ステイ事業
　受入対象年齢
　の拡大

―
開始

（対象年齢：
2-12歳）

拡大に向けた
検討 協議

都児童相談センターとの連携の強化

― 開始 実施 実施

2)保育園など
　関係
　施設への
　巡回訪問

― 開始
訪問施設の

拡大
訪問施設の

拡大

保健師　2名

福祉等　15名
非常勤相談員 10名

専門相談員に
よる巡回訪問
支援
1)要支援家庭へ
の見守り訪問

心理　4名増

保健師　2名増 A

都児童相談セン
ターとの事案
送致・指導措置
委託の連携の
実施

― 協議 協議 協議

子育ての
ひろば
計27か所

計22か所 計25か所 1か所開設 1か所開設

都児童相談セン
ターへの区職員
派遣の拡大

―
課長級および

一般職員（福祉職）
の派遣

実施 実施

都児童相談セン
ター職員の
区子ども家庭支
援センター会議
への参画

― 参画 参画 参画

― ― 開始（5か所） 開始（5か所）

「外遊びの場
提供事業」の
充実

―
おひさま
ぴよぴよ

6か所で実施
検討 検討

民設子育て
のひろば
開室日拡大

週3～4日開室 週3～4日開室 拡大 拡大

発達に不安の
ある親子のひろ
ば事業
（のびのびひろ
ば)
 実施（5か所）

乳幼児一時
預かり事業
の充実

受入枠
年間2.5万人

受入枠
年間3.5万人

検討 検討
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戦略計画２　「練馬こども園」の創設

1　「練馬こども園」の拡大

B

小規模園での職
員体制等の理由
から、新規認定は
進んでいない。
ただし、既認定園
では、利用者数の
増加に伴い、更に
定員を拡大してい
る。

2　保育サービス等の拡充

A

＊

都が実施する保育
園含む都営住宅
改築工事の計画
が遅れている。

A

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況
当初計画 実績

(1)保育所等の拡
充

①

【認可保育所】
計157所

計125所 計149所 5所
（定員500名）

5所
（定員110名）

・事業所内保
育事業
　2所

2所 　2所

練馬こども園
 計20園
（うち認定こども
園 3園）

―
計16園

（うち認定こども
園 3園）

2園認定
認定なし

（計16園。うち認
定こども園3園）

備考

②

（定員　221名） （定員　1,028名）

(定員　14,777名) (定員　11,881名) (定員　13,887名) （定員　14,760名）

【小規模保育
事業等】
計60所
・小規模保育
事業
　62所

　13所
　

　
53所

16所
（定員843名）

A

1所
（定員19名）

B

0歳～2歳児の保
育定員は、0歳～5
歳児の認可保育
所の新規整備によ
り300人以上増加
している。

実施設計

東大泉保育
園の改築に
よる定員増

― 工事 工事 工事

上石神井第
三保育園の
改築による
定員増

―
基本設計 実施設計

工事

―

（定員　1,219名）

(2)安心して保育
サービスを利用
できる仕組みづ

くり

保育サービスを
安心して利用
できる仕組み
づくり

―

練馬区保育
サービス検討

会議の
設置、開催

検討

・保育サービス
検討会議の
開催  6回

・会議における
検討結果

報告の受理
平成31年3月29

日
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① マイナポータルを活用した子育て情報の提供とオンライン手続の拡充

A

A

A+

保育システムのリ
プレースと同時に
導入する方が事業
効果が高いと見込
まれるため、並行
して検討を進めら
れるよう１年前倒
しした。

A

②

1) A 認証保育所の空き
情報提供を開始

2) A

A

Ｂ

建物所有者と運営
事業者との折衝が
当初の見込みより
時間を要したた
め、開所時期が平
成31年4月に変更
となった。

関連1　区立幼稚園の在園児の預かり保育事業の実施

Ａ

１　練馬型放課後児童対策事業「ねりっこクラブ」の拡充

A

２　民間学童保育の支援と育成

A

当初計画 実績
取組名 令和元年度目標

平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

受付開始 受付開始

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
導
入

児童手当認
定請求およ
び現況届

 受付開始

―
受付開始

（児童手当認定
請求）

受付開始
（児童手当の

現況届）

マイナポータル
を活用した子育
て情報の提供
 提供情報の
 充実

―
情報提供の開始 充実 充実

受付開始

保育園入園
申請
　
 導入検討

― ―

病児・病後児保育
 計8か所 計6か所 計7か所 1か所開始 実績なし

実施 実施

(4)多様な保育
サービスの充実

延長保育
 計119か所 計74か所 計106か所  8か所開始 9か所開始

ICTを活用した子育て関連情報の充実

保育施設空き
情報提供事業
の充実

―
対象保育施設数
の拡大に向けた

検討

対象保育施設数
の拡大

対象保育施設数
の拡大

民間子育て
情報ポータル
サイトの
スマートフォン
対応支援

― ―

(3)ICTを活用した
子育て関連サービ

スの拡充

課題整理 導入検討

保育施設
の現況届

 受付開始

― 導入検討

戦略計画３　すべての小学生を対象に放課後の居場所づくり
取組名 令和元年度目標

平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況
当初計画 実績

預かり保育の実施 ― 開設準備 開始

利用人数3園で
延べ2,928人

（1日平均利用人
数3園で17.5人）

計20校 ― 計8校  5校 開始 5校　開始

ねりっこクラブの
実施

備考

運営費助成
　計13施設 計5施設 　計7施設 4施設 4施設開設
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関連１　児童館の機能の見直し

⑴ A

⑵

A

⑶

A

戦略計画４　子どもたち一人ひとりに質の高い教育を

１　学力の定着・向上

A

A

A

②

A

①

A

② A

２　子どもたちの伸びようとする力を引き出す教員の育成

A

A

備考取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況
当初計画 実績

乳幼児と保護者
向けのサービス
の充実

― 検討 検討 検討

子ども・子育て
の協働を進める
地域の拠点とし
ての機能強化

中学生・高校生
向け事業を充実

―
中高生向け

事業の
全館実施

検討 検討

―
関係機関との

調整
調整 調整

(2)小中一貫教育
の推進

①

小中一貫教育の
全区実施

研究グループ拡大
（25中学校区で
小中一貫教育

実施）

全区実施 全区実施 全区実施

調整

(1)幼保小連携の
推進

「ねりま接続期プロ
グラム」の教員研修
や授業での活用

幼保小連携
一部実施

検討 プログラム作成

幼稚園・保育園・
小学校等への

プログラムの作成・
配布

備考

英検の検定料
補助の実施 実施準備 開始 開始

調整

(3)英語指導
の充実

小学校中学年
へのALT配置
 配置準備

―

検討 検討 検討

研究発表
グループの指定
による小中
一貫教育の
研究・実践

9グループ指定 7グループ指定 7グループ指定

2校目の小中
一貫教育校
 設置に向けた
 調整

２校目の小中一貫
教育校の検討 調整

評価を基にした
平成30年度

以降の
実施案検討

次期学習指導
要領を踏まえた

研修の検討

次期学習指導
要領を踏まえた

研修の検討

実践的研修
の実施

区独自の研修
の実施

研修の実施と
評価

実施と評価 実施と評価
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３　学校の教育環境の整備

A

教育ICT機器等の
活用や効果的な
資料等の提示を
行った教員の割合
が85.0％に達し
た。

① A

1) A

2) A

3) A

4) A

5) A

6) A 令和元年度に基
本設計1施設着手

備考取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況
当初計画 実績

学校図書館
への支援の

検討

計10校 28校 28校

② 検討 検討

モデル校へ
機器を配備

モデル校での
活用状況の

検証

モデル校での
活用状況の

検証

(1)ICT環境の整備
の推進

教育ICT機器の
全校配備

校内ＬＡＮ敷設
7校

小中学校全校
への校内LAN

敷設完了

下石神井
小学校工事

基本設計
（一部）

工事 工事 工事（一部）

A

(3)小中
学校校舎
の改築等
の推進

①小中
学校校
舎の改
築の
推進

大泉東小学校
工事（完了）

基本設計 工事 工事 工事（一部）

石神井小学校
工事

学校図書館
への人的配置

支援の充実に
向けた検討

全学校図書館
への人的配置

完了

(2)学校図書館の
機能強化

学校図書館
の情報化
計68校／98校

大泉西中学校
工事

― 実施設計
実施設計

工事

実施設計
（完了）

工事（一部）

学校管理基本
計画に基づき
改築に着手す
る学校
基本設計
 2施設

― ― ― ―

― 実施設計
実施設計

工事

実施設計
（完了）

工事（一部）

関町北小学校
工事

― 基本設計 実施設計
実施設計
（一部）

A
③小中
学校トイ
レの改

修

設計完了　10校

工事完了  11校
― ―

5校

5校

設計完了　5校

工事完了　6校

A+
石神井小学校の
設計を前倒しで
行ったため。

②小中
学校体
育館の
空調設
備の
整備

設計完了 19校

工事完了  9校
― ―

9校

－

設計完了　10校

移設完了　1校

B

基本計画・実施計
画で示した適正配
置および改築等の
考え方に基づき、
引き続き策定に向
けた検討を進め
る。

(4)区立学校の適
正配置

適正配置の推進 検討
新たな基本方針

の検討
新たな基本方針

の策定
新たな基本方針

の検討
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４　家庭・地域の力を活かした学校運営や教育活動の推進

A

A

A

A

５　支援が必要な子どもたちへの取組の充実

② A

① A

1)

A

2)

A

3)

A

当初計画 実績
取組名 令和元年度目標

平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

(3)地域人材の活
用

学校・地域連携事業

 全ての区立小中
 学校・幼稚園で
 実施

授業や部活動に
おける外部人材

の活用

65校・園で実施
全ての区立小中学
校・幼稚園で実施

全ての区立小中学
校・幼稚園で実施

(2)学校安全対策
の拡充

「（仮称）練馬区教
育委員会学校安全
対策指針」を踏まえ
た学校安全対策の
実施 学校防犯指導員

1名

通学路防犯カメラ
65台

（65校×1台）

児童・生徒等の
安全に関する施策・

課題の整理

学校防犯指導員
3名配置

通学路防犯カメラ
325台

指針の策定

―

―

平成31年4月に
指針策定

―

―

A

(1)家庭教育支援
事業の実施

家庭教育支援事業
の実施

―

「（仮称）家庭教育
支援事業検討会

議」の設置に
向けた検討

「検討会議」の設置

事業実施に向けた
検討

「家庭教育支援事
業推進会議」の

設置

事業実施に向けた
検討

拡大 拡大

地域未来塾

 計70校以上で
 実施

計50校で実施 20校で開始 20校で開始

学校サポーター登録
制度（人材バンク）
 
 登録拡大

運用開始

開設準備 　　　　　開設 実施

個別学習支援
の開始

実施 実施

タブレットパ
ソコンを活用
した学習支
援の拡大

適応指導教室
にて実施

別室登校の生徒を
対象としたモデル

事業の実施

適応指導教室およ
び別室登校モデル

校5校で実施

(1)特別支援教育
の充実

①

区立小・中学校
全校での
特別支援教室
の開設 特別支援学級

の設置
　小学校30校
　中学校14校

【小学校】

実施

関町小学校で
の言語障害学
級の暫定的な
開設

スクールソーシャル
ワーカーの学校へ
の定期訪問開始

開設に向けた検討 開設準備 全校開設準備完了

A
　　　43校 開設 22校 開設

（全校開設）

【中学校】

A

②

特別な支援
を要する不
登校児童・
生徒への支
援の強化

―

モデル事業実施 本格実施 本格実施

A③
居場所支援事
業の充実 検討 実施 実施 実施

(2)不登校対策の
充実

早期登校支援
チームによる
支援の実施

― ― 開始

指 導 協 力
員による個
別学習支援
の充実
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A

1)

2)

関連１　ひとり親家庭自立応援プロジェクト

A

Ⅱ　安心して生活できる福祉・医療の充実
戦略計画５　高齢者地域包括ケアシステムの確立

1　一人ひとりに合った医療・介護等の連携を支援

2　介護予防の推進

A

A

A

コンビニの移動販
売日時に合わせ、
団地内の集会室
で実施

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

A

当初計画 実績

(3)学習支援事業
「中３勉強会」の

実施

学習支援事業の
実施 事業検討 実施 実施 実施

備考

②保育
園、学

校・学童
クラブで

の医療的
ケアを必
要とする
児童の受
入れ体制
の充実

区立保育園(5)医療的
ケアを必
要とする
子どもの
受入れ態
勢の構築

①医療的
ケアが必
要な子ど
もに対応
した児童
発達支援
事業所の

開設

児童発達支援
事業所の開設 ― 事業者の決定 開設 開設 A

(4)こども発達支援セ
ンターの相談体制

の充実

相談体制の充実
(医師、相談員、専
門指導員の増員)

―
相談事業の

実施
充実

充実
（医師１名

相談員２名、
言語聴覚士１名

の増員）

医療的ケアを
必要とする
児童の受入れ

―
試行実施 本格実施 本格実施

学校・学童クラブ

A

A

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

医療的ケアを
必要とする
児童の受入れ

― 受入実施
（看護師を

非常勤
職員化）

実施 実施

ひとり親家庭自立
応援プロジェクト
の充実

― 開始 効果検証 効果検証

A
(1)医療と介護の
相談窓口の増設
(地域包括支援セ

ンター再編)

医療と介護の相談
窓口
　25か所(地域包括
支援センター) ―

4か所(高齢者相
談センター本所)

25か所(地域包括
支援センター)

25か所（地域包括
支援センター）

当初計画 実績

ICTの導入促進 ICT推進補助制度
創設

(1)「街かどケアカ
フェ」の拡大

①出張所跡施設活用
計3か所
2か所開設準備 ― 3か所開設 ―

A(2)在宅療養ネット
ワークの構築

地域包括支援セン
ターを中心とした在
宅療養ネットワーク
の構築

在宅療養ネット
ワーク事業の

実施
充実 充実 充実

―
実施

（25か所）
充実 充実

２か所開設準備
（計3か所）

②地域サロン活用
計20か所

― 6か所 7か所増 8か所増
（計14か所）

③出張型街かどケ
アカフェ事業の充実
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A+

地域団体に積極
的な周知を行い、
普及を図ったた
め。

A

A

3　地域での生活を支援するサービス等を拡充

A

A

A

A

整備目標2,191人
に対して、2,173人
整備済み。
このほか、298人
分が整備中であ
り、令和元年度に
１施設40人分の開
設を予定してい
る。

A

整備目標392人に
対して、366人整備
済み。
このほか、41人分
が整備中であり、
令和元年度に１施
設４人分の開設を
予定している。

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

申込者数は1,721
人と定員を上回っ
ている。

実施会場
計18か所 ― 計10か所 6か所増 6か所増

当初計画 実績

(2)はつらつシニア
クラブの充実

はつらつシニア
クラブ参加者数
年間1,800人／36回

― 年間1,190人／24回 年間1,600人／32回 年間1,414人/32回

A

進捗状況 備考

②リハビリ専門職
の派遣
延べ125団体

― 45団体 60団体 59団体

③介護予防・生活
支援サービス
利用者数
5,340人

―

(3)主体的に取り
組む介護予防

①練馬区オリジナ
ルロコモ体操の
普及啓発
延べ100団体

― ― 50団体 85団体

(1)地域生活を支
援する拠点等の

整備

①グループホーム
計35か所
（定員599人）

計32か所
（定員545人）

計33か所
（定員563人）

1か所 18人分
（石神井圏域

1か所）

1か所 18人分
（石神井圏域

1か所）

(4)ひとり暮らし高
齢者等訪問支援

事業の実施

ひとり暮らし高齢者
等訪問支援事業
実施（25か所）

―

モデル事業実施
高齢者相談
センター支所

3か所

全面実施
地域包括支援
センター25か所

全面実施
地域包括支援
センター25か所

A

計1か所
（定員29人）

１か所 29人分
（石神井圏域

１か所）

１か所 29人分
（石神井圏域

１か所）

②定期巡回・随時
対応型訪問介護
看護
計13か所 計7か所 計9か所

4か所
（各圏域1か所

ずつ）

4か所
（各圏域1か所

ずつ）

③看護小規模
多機能型居宅介護
計4か所
（定員116人） ―

4,955人 5,160人 5,067人

②短期入所
　 生活介護
  （ショートステイ）
計40施設
（定員404人）

計32施設
（定員332人）

計35施設
（定員377人）

2施設　15人分
（定員392人）

1施設　11人分
（定員366人）

(2)介護保険施設
等の整備

①特別養護
　 老人ホーム
計33施設
（定員2,301人）

計27施設
（定員1,864人）

計29施設
（定員2,068人）

2施設 123人分
（定員2,191人）

1施設　105人分
（定員2,173人）

20



Ｂ 現在、新規1施設
20人分を整備中

A

A

A

A

１　障害者の生活状況に応じたケアマネジメント体制を強化

Ａ

Ｂ

事業者に働きかけ
たが、平成30年度
は2事業所の開設
には至らなかっ
た。事業者への働
きかけを強め、開
設を促進する。

⑵ Ａ

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況
当初計画 実績

(3)介護人材の
確保・育成支援

①練馬介護人材育
成・研修センター研
修・人材確保・相談
の利用者
年間3,410人

― 年間3,385人 年間3,410人 年間3,017人

― 年間135人

(2)介護保険施設
等の整備

③都市型軽費
 　老人ホーム
計12施設
（定員230人）

計8施設
(定員150人)

計10施設
（定員190人）

１施設 20人分 整備なし

備考

年間210人 年間212人

④外国人介護職員
向け支援の実施 ― ―

事例紹介
セミナー等

事例紹介
セミナー

実施

②資格助成の
利用者
年間290人 ― 年間262人 年間260人 年間275人

③区独自基準訪問
型サービス従事者
育成研修の修了者
年間210人

当初計画 実績

戦略計画６　障害者の地域生活を支援
取組名 令和元年度目標

平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

A+

訪問支援事業等を
通じ、見守りが必
要な高齢者を事業
の利用につなげた
ため。

(4)高齢者在宅
生活あんしん事業

の実施

高齢者在宅生活
あんしん事業
利用者
年間1,700人

― ― 年間1,500人 年間1,648人

― 2名配置 2名増員 2名増員

②民間「計画相
談支援」事業所
総数

計30事業所 計18事業所 計26事業所 2事業所増 1事業所増
（計27事業所）

地域精神保健
相談員の配置
計4名

⑴

①相談支援
機能の強化 実施 強化 強化 強化
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２　地域で暮らし続けられる住まいの確保（障害者グループホームの整備促進）

⑴

A

A

A

⑵

A

３　地域生活支援拠点の整備
⑴

A

⑵

A
（再掲）

A
（再掲）

４　障害者の就労を推進

⑴

A+

個別支援や関係
機関との連携によ
り企業との適切な
マッチングに努め
たため。

⑵ A

⑶ A

⑷ A

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

・都有地（北町2丁
目）での開設
（10室程度）

―
用地選定

整備事業者
募集

整備事業者
選定

建築工事

整備事業者
選定

・石神井町福祉園
用地による整備
　事業内容、敷地
計画の検討

― 検討

当初計画 実績

重度障害者
グループホーム
整備
(計27室程度)

進捗状況 備考

中軽度障害者
グループホーム
整備
（計492室）

計343室 計424室 30室 35室

障害者地域生
活支援センター
を中心とした
「面的整備型」

― 整備 検証 検証

検討 検討

・民間事業者による
整備（計17室程度） ― 計10室 7室程度 7室

―
用地選定

整備事業者
募集

整備事業者
選定

建築工事

整備事業者
選定

　・石神井町福祉園
用地による整備
　事業内容、敷地
計画の検討【戦略
計画6-2の再掲】

― 検討 検討 検討

重度障害者
グループホームと
一体となった「多
機能拠点整備型」

　・都有地（北町2丁
目）での開設【戦略
計画6-2の再掲】

―
共同受注窓口

の実施
実施 実施

就労支援体制
の強化

就労支援の
実施

強化 統合・強化 統合・強化

就労定着支援
事業の実施 ―

福祉施設等から
一般就労した障
害者数
（年間200人）

年間100人 年間216人 年間180人 年間226人

調査・検討
実施

（1か所）
実施

（1か所）

共同受注窓口
の実施
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５　医療的ケアを必要とする子どもへの支援
⑴ 医療的ケアが必要な子どもに対応した児童発達支援事業所の開設　【戦略計画4-5の再掲】

⑵ 保育園、学校・学童クラブでの医療的ケアを必要とする児童の受入れ体制の充実　【戦略計画4-5の再掲】

A
（再掲）

A
（再掲）

⑶ 練馬区重症心身障害児（者）等在宅レスパイト事業の実施

関連１　高野台運動場用地における福祉園の誘致

１　順天堂練馬病院の増床と医療機能の拡充

A
令和元年度から既
存病棟改修工事を
実施する予定

A

２　練馬光が丘病院の移転

A

３　支援制度による病床整備の促進

４　高野台運動場用地における病院の誘致

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

A
（再掲）

①区立保育園

医療的ケアを必
要とする児童の
受入れ

― 試行実施 本格実施 本格実施

②学校・学童ク
ラブ

医療的ケアを必
要とする児童の
受入れ

― 受入実施
（看護師を非常勤

職員化）
実施 実施

当初計画 実績

児童発達支援
事業所の開設 ― 事業者の決定 開設 開設

進捗状況 備考

A安定的な事業
運営 ― 実施 実施 実施

当初計画 実績

戦略計画７　病床の確保と在宅療養ネットワークの構築
取組名 令和元年度目標

平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

B

令和２年度に実施
設計を完了し、工
事着工をする予定
である。

実施設計
（完了）

― 事業者選定
基本設計
実施設計

基本設計

新病院の
　基本設計
　実施設計

― 基本構想策定 基本設計 基本設計

救急医療および災
害時医療に関する
関係機関との調整

― 調整 調整 調整

順天堂練馬病院
　増築棟工事
　(完了)

　既存病棟改修
　工事

増築に向けた
調整

―

―

建設工事

―

建設工事

―

B

計画どおり令和元
年度に実施設計
完了、令和2年度
に工事着工の見
込みである。

実施設計
（完了）

― 事業者選定
基本設計
実施設計 基本設計

病床転換等
支援

―

地域包括ケア病床
への転換支援
（浩生会スズキ

病院48床）

支援

介護療養病床から
医療療養病床への

転換支援
（さくら景星会桜台

病院70床）

A
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５　病床確保策の検討

戦略計画８　つながり、見守る地域づくり

1　平常時にゆるやかに見守りあえる地域づくり

２　災害時の要援護者支援の充実
① A

② A

①

A
令和元年度に新
規1か所を指定予
定

② A

Ⅲ　安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備

１　都営地下鉄大江戸線の延伸

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

練馬区医療施策
検討委員会

による検討・提言

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

A

当初計画 実績

関係機関との
調整・協議

関係機関への
働きかけ

調整・協議 調整・協議 調整・協議

A
(1)地域における見
守りネットワーク構

築を推進

社会福祉協議会に
よる小地域福祉
活動を推進

― 推進 推進 推進

当初計画 実績

災害時対応
訓練の実施 ―

介護・障害福祉
サービス事業者
との協定締結

検討 検討

(1)要援護者の安否
確認体制等の強化

名簿登載者の
現況調査 ― ― 実施 実施

A
（再掲）

(2)ひとり暮らし高齢
者等訪問支援事業
の実施【戦略計画5-

2の再掲】

ひとり暮らし高齢者
等訪問支援事業
実施（25か所）

―
モデル事業実施
高齢者相談セン
ター支所3か所

全面実施
地域包括支援
センター25か所

全面実施
地域包括支援
センター25か所

戦略計画９　鉄道・道路などインフラの整備
取組名 令和元年度目標

平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

災害時対応
訓練の実施 ― ―

各施設の
災害対応

マニュアル整備

各施設の
災害対応

マニュアル整備

(2)福祉避難所の
拡充

福祉避難所の
指定
（計41か所）

計37か所 計40か所 ― ―

(1)大江戸線延伸の
促進

①諸手続の促進 延伸に向けた検討 延伸に向けた検討 諸手続の促進 諸手続の促進

③大江戸線延伸
　推進基金

積立　　計50億円 計11億円 計36億円 7億円積立

当初計画 実績

基金の積立
（7億円）

（計43億円）

A

②促進活動 促進活動 促進活動 促進活動 促進活動
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A

B
合意形成活動を丁
寧に進めているた
め。

A

A

２　都市計画道路の整備

A

A

A
（再掲）

A

A

A

当初計画 実績

(2)大江戸線延伸
地域のまちづくり

の推進

①地区計画決定
　計4地区 計2地区 計3地区 1地区 ―

進捗状況 備考取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

地区計画素案策定 地区計画決定 地区計画素案作成

<補助233号線
沿道地区>

重点地区まち
づくり計画の
策定

― 　　　　　　―
重点地区まちづくり

計画を検討する
区域の指定

重点地区まちづくり
計画を検討する

区域の指定

<大泉町二丁
目地区>

地区計画素案
策定

合意形成活動 合意形成活動 まちづくり計画案の
検討

まちづくり計画の
検討

<大泉学園町
地区>

地区計画決定 合意形成活動

＊
（再掲）

(1)外環道および
外環の2沿道地区
のまちづくりと外

環の2の整備促進

①沿道のまちづくり　整備計画策定　1地区　区域の指定　2地区

②大泉学園町駅
　（仮称）予定地周辺
　のまちづくり

　事業手法検討 ― 基本計画検討 整備計画検討 整備計画検討

③補助135号線
　（補助230号線
　交差部）
　【戦略計画9-2の再掲】

　事業認可
　用地買収（一部） 調査検討 設計 測量

設計
測量
設計

＜外環道青梅街
道IC周辺地区＞

重点まちづくり計
画の区域の指定

現況調査
まちづくりの
課題整理

重点まちづくり計画
の検討

重点まちづくり計画
の検討

重点地区まちづくり
計画の手続きの

準備

②外環の2整備促進

まちづくり方針の
検討

＜外環の２沿道（上
石神井駅周辺）＞

【戦略計画11-2の再掲】

　
事業計画検討 整備計画検討 整備計画策定 事業手法検討 事業手法検討

＜外環道大泉Ｊ
ＣＴ周辺地区＞

　整備計画策定 重点地区まちづくり
計画（案）の作成

整備計画検討 整備計画検討 事業手法検討

＜外環の２沿道
（前原交差点～新
青梅街道間）＞

重点まちづくり
計画の区域の
指定

現況調査
まちづくりの
課題整理

重点まちづくり計画
の検討

重点まちづくり計画
の検討

＜新青梅街道
～千川通り間＞

　整備促進

都による都市
計画変更

用地測量 調整 事業認可（都）

＜その他区間＞

整備促進に
向けた働きかけ

働きかけ 働きかけ 働きかけ
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B
合意形成活動を丁
寧に進めているた
め。

B
合意形成活動を丁
寧に進めているた
め。

B
関係機関との協
議・調整に時間を
要しているため。

①

⑧

備考取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況
当初計画 実績

地区計画素案検討

＜環状8号線横
断地下通路＞

　整備（一部） 関係機関との
調整・協議

基本設計 実施設計 関係機関調整

＜沿道周辺北
町地区＞
　
　地区計画決定 重点地区まちづくり

計画決定
地区計画素案作成 地区計画決定 地区計画素案作成

(2)放射35号線沿
道地区および放射
36号線沿道地区

のまちづくり

①放射35号線沿道
　地区計画決定
　2地区 2地区

―

＜平和台駅周
辺地区＞

　地区計画決定 重点地区まちづくり
計画決定

地区計画決定
（一部）

地区計画決定

事業完了　0区間
事業中　 　8区間

補助132号線
Ⅲ期

用地買収
整備（一部）

用地買収（一部）
整備（一部）

関係機関調整
整備
設計

事業認可変更

設計
整備

設計
整備

地元協議会等の
合意形成活動を丁
寧に進めているた
め。

都市計画道路の整備

②放射36号線沿道

　地区計画決定
　（一部）

合意形成活動 重点地区まちづくり
計画素案作成

重点地区まちづくり
計画決定

地区計画素案作成
重点地区まちづくり

計画案の作成
B

＊

② 補助135号線お
よび補助232号
線（大泉学園駅
南側地区）

有識者委員会
による検討・
提言
取組方針策定
合意形成活動
生活再建支援
事業

調査検討 検討

合意形成活動
生活再建支援

事業

検討

合意形成活動
生活再建支援

事業

検討

合意形成活動
生活再建支援

事業

＊

⑤ 補助232号線
Ⅰ-2期

関係機関調整 測量
設計

関係機関調整 関係機関調整 関係機関調整
＊

④ 補助135号線
（補助230号線
交差部）

事業認可
用地買収
（一部）

調査検討 設計
測量
設計

測量
設計 ＊

測量
設計 ＊

③ 補助135号線
（補助156号線
交差部）
事業方式の決定 ―

測量 測量
設計

⑦ 区画街路
1号線

用地買収
整備（一部）

測量
都市計画変更

準備

測量
関係機関調整

設計
整備

設計
整備

⑥ 補助235号線

用地買収
整備（一部）

用地買収（一部） 用地買収
整備

設計
整備

設計
整備

＊

＊

＊

外環の２（上
石神井駅駅
前広場）

事業認可
用地買収
（一部）

― 測量
設計

事業認可
用地買収

設計

事業認可
設計

(3)都市計画道路
の整備（区施行）

26



３　西武新宿線の立体化

A

A

A

A

関連１　生活幹線道路の整備

(1)

(6)

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

早期事業化への
働きかけ

促進組織設立

働きかけ 働きかけ 働きかけ

都市計画決定に
向けた取組

事業完了　0区間
事業中　 　6区間

促進協議会運営
促進協議会による

要請活動
促進協議会運営 促進協議会運営

沿線区市とまちづくり
の取組等について
連携・協議

連携・協議 連携・協議 連携・協議

(2)

練馬一般区道
22-101号線
3工区および
練馬主要区道
39号線

用地買収
（一部）

整備（一部）

用地買収
（一部）
設計

用地買収 用地買収
関係機関調整

設計

用地買収
関係機関調整

設計

＊

練馬主要区道
30号線

整備(一部)
関係機関調整

（西区間）

＊

鉄道付属街路等の
計画について検討

備考
当初計画 実績

都市計画決定に
向けた取組

都市計画原案の
作成

生活幹線道路の
整備

＊

(3) 練馬主要
区道
32号線

用地買収
整備
（一部）

用地買収
（一部）
設計

関係機関調整 整備 整備(一部)

関係機関調整 整備 整備(一部)

(5) 練馬主要
区道
67号線

用地買収
（一部）
整備
（一部）

用地買収
（一部）

整備（一部）

用地買収
整備

用地買収
整備

　

用地買収
整備 ＊

設計
整備 ＊

(4) 練馬主要
区道
56号線

用地買収
整備
（一部）

用地買収
（一部）

整備（一部）

整備
関係機関調整

用地買収
設計
整備

練馬主要
区道
3号線

用地買収
（一部）

設計 関係機関調整
測量

事業区域決定
（1工区）

測量
＊

事業区域決定(1工
区)については、令
和元年6月に決定
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関連２　みどりバスの再編等による公共交通空白地域改善の推進

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

関連３　自転車駐車場の整備

A

A

A

A

A

A

１　特定緊急輸送道路沿道建築物等の耐震化・不燃化

A

A

B

工事等の資金確
保の問題や建物
所有者の耐震化
の必要性に対する
認識不足があるた
め。

A+

所有者へ緊急輸
送道路沿道建築
物の耐震化の必
要性について、粘
り強く働き掛けを
行ったため。

当初計画 実績

みどりバスの再編・
増便の検討

公共交通空白地域
改善計画に基づく、
これまでの取組の

検証、評価

公共交通空白地域
改善計画の改定

再編・増便の検討 再編・増便の検討

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

検討 検討 検討

①自転車駐車場整備

　総台数　45,154台

総台数　42,734台 総台数　42,754台

みどりバスの再編
に向けた調整
(保谷・大泉・
南大泉ルート)

みどりバスの再編・
増便の検討

再編に向けた調整
(保谷・大泉・

南大泉ルート)

再編に向けた調整
（保谷・大泉・

南大泉ルート）

みどりバス停留所
の新設

みどりバス停留所
の新設

停留所の新設 停留所の新設

既存路線バスの再
編等に向けた検討

整備 整備

氷川台駅地下 事業手法検討 事業手法検討

光が丘 設計 設計

平和台駅地下
(整備1,900台)

整備 整備

平和台駅地上 設計 設計

氷川台駅第九
（整備500台)

当初計画 実績

　　7件

　実施設計 5件
　建替設計 1件
　除却　　　 1件

戦略計画10　災害に強い安全なまちづくり
取組名 令和元年度目標

平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

②自転車ﾗｯｸ等改修

　改修　計39か所 計7か所
　

計26か所
　

7か所
　

7か所改修
（計33か所)

③その他の耐震助成

　耐震診断　計70
件

　実施設計　計12
件

　耐震改修　計 7件

―

耐震診断　計71件

実施設計　計 7件

耐震改修　計 6件

2件

1件

―

20件

 7件

 2件

耐震化済
 　　　81件/101件  　 　23件/101件  52件/101件 19件 22件

②住宅の耐震助成

　耐震診断
　　　　　　計836件
　実施設計
　　　　　　計828件
　耐震改修
　　　　　　計676件

　耐震診断
　　　　　　計674件
　実施設計
　　　　　　計611件
　耐震改修
　　　　　　計483件
　簡易診断
　　　　　計2,690件

　耐震診断
　　　　　　計729件
　実施設計
　　　　　　計718件
　耐震改修
　　　　　　計561件

50件

50件

50件

36件

29件

32件

(1)建築物の
耐震化

①特定緊急輸送
道路沿道の耐震化

耐震診断
 　　101件/101件 　98件/101件  101件/101件

耐震化計画
 　　101件/101件

　実施設計   80件
　耐震性有と判明
　　　　　　　  14件
　除却　　 　　 7件

　　　42件/101件

　実施設計   25件
　耐震性有と判明
　　　　 　　   14件
　除却   　　   3件

  　　90件/101件

　実施設計  64件
　耐震性有と判明
　　　　　　　 15件
　除却　　　 11件

  　　　　 6件

　実施設計  6件
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＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

B 合意形成を丁寧に
進めているため。

(3）無電柱化
の推進

無電柱化
【事業完了】9路線
〔延長2,161ｍ〕

【事業中】10路線

【事業完了】8路線
〔延長2,020ｍ〕

【事業完了】9路線
〔延長2,161ｍ〕

(2)都市計画道路
事業に合わせた
延焼遮断帯の

形成

延焼遮断帯の形成 まちづくり合意形成
活動

防火地域の指定 指定 指定せず

備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

― ―

補助235号線

整備（一部） 設計・整備 設計・整備

区画街路1号線

設計 設計 設計

補助132号線
Ⅲ期

整備（一部）
整備 整備

補助135号線
（補助230号線
交差部）

事業認可

練馬主要区道
56号線

整備（一部）
設計・整備 設計・整備

練馬主要区道
67号線

整備（一部）
整備 整備

練馬主要区道
6号線（Ⅰ期）

整備（一部）

整備 整備

練馬主要区道
32号線

整備（一部）
整備 整備

外環の2
（上石神井駅
駅前広場）

事業認可

事業認可 事業認可

練馬主要区道
3号線

事業区域決定

事業区域決定
（1工区）

―
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２　木造住宅密集地域における道路・公園の整備と不燃化の推進

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

３　雨水貯留浸透施設の増設等水害対策の強化

A

A
令和元年度に1台
設置予定

A

４　区民による防災活動の推進　　　

A

A

A

A
（再掲）

A
（再掲）

20工区
 9か所

用地買収

地区計画決定
（一部）

1工区

用地買収
密集事業終了
地区計画決定

1工区

用地買収
密集事業終了
地区計画原案

作成

②北町地区

　道路整備　12工区
　公園整備　6か所
　用地買収
　密集事業終了
　地区計画決定

10工区
4か所

用地買収

備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

④密集事業新規
　地区

　整備計画検討 調査・検討 候補地区選定 候補地区選定

⑤狭あいな道路の
　拡幅事業

　制度の運用・改善 検討・構築 運用開始 運用開始

11工区
4か所

用地買収

地区計画素案
作成

2か所
用地買収

地区計画決定

2か所
用地買収

地区計画原案
作成

③貫井・富士見台
　地区

　地区計画決定
　（一部）

　新たな防火規制
　の指定
　新規路線測量

　用地買収 用地買収

地区計画素案
作成

新たな防火規制
の素案作成

用地買収

　

地区計画決定
（一部）

新たな防火規制
の指定

　新規路線選定

用地買収

　

地区計画決定
（一部）

新たな防火規制
の指定

　新規路線選定

用地買収

①江古田北部地区

　道路整備　21工区
　公園整備　 9か所
　用地買収
　密集事業終了
　地区計画決定

15工区
 9か所

用地買収

河川改修の早期実
施・下水道幹線施
設整備の東京都へ
の要請

改修率
石神井川 71%
白子川   22%

改修率
石神井川 79%
白子川    25%

要請 要請

水位観測カメラ設置

　　　　計14台 計11台 計13台 ― ―

雨水貯留浸透施設
設置

　　　　計25地区 計22地区 工事（3地区事業中）
22地区設置

3地区工事

工事（3地区事業中）
（計22地区+3地区

事業中）

　組立トイレ
　計70台配備 ― ―

 
35台配備 35台配備

②備蓄倉庫
　整備
　　計9か所 ― 計5か所 3か所 3か所

⑴

①備蓄物資
　拡充
　食料等
　計133,000人分 計90,440人分

　
計116,200人分 8,400人分拡充 8,400人分拡充

④全ての医療
救護所にＶ２Ｌを
配備　【戦略計
画12-1の再掲】
　計10か所

計4か所 3か所 3か所

⑵

③地域コジェネ
レーションシス
テム創設に向け
た調整　【戦略
計画12-1の再
掲】

―

地域コジェネレー
ション創設に向け

た検討

順天堂練馬病院
との調整

順天堂練馬病院
との調整
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⑶ A

⑷ A

関連１　都市インフラの計画的更新 

Ｂ

前年度調査の結
果、修繕箇所が少
なく、設計の必要
が無くなった橋梁
があった。
また、関越道上に
架かる橋梁は工事
委託しているが、
委託事務所管内
全体の工事調整
が行われた結果、
練馬区管理橋の
完成時期が変更と
なった。

A

A

A+ 既存照明器具のメ
ンテナンス部品
が、生産中止によ
り、調達が困難と
なっているため、
計画を前倒しし
た。

B 施工箇所内の桝
取付管数が、計画
箇所数より少な
かったため。

A

関連２　空き家等対策の推進

A

A

A

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

ねりま防災
カレッジ
年間受講者数

　1,005人 400人 389人 970人 969人

備考
当初計画 実績

防災訓練
年間参加者数

　73,000人 50,000人 72,210人 72,000人 72,478人

計887基 240基 240基

　街路灯
　　省エネ化
　　　計１2,884基 計3,933基 計7,084基 2,900基 3,224基

②公園遊具

　更新　計188基 計40基 計144基 25基 26基

①橋梁

　調査　計20橋
　設計　計14橋
　工事　計14橋

計 4橋
計 4橋
計 1橋

　　　　計 12橋
　　　　計　7橋
　　　　計　6橋

　　　　　4橋
　　　　　3橋
　　　　　5橋

　　　　　3橋
　　　　　2橋
　　　　　3橋

③公園灯・街路灯
　の省エネ化

　公園灯
　　省エネ化
　　　計1,421基 計72基

①発生予防
 セミナー・相談会

―
実態調査
調査結果
分析終了

開催 開催

　路面下空洞調査
　実施

　道路占用企業者
　との路面下空洞
　復旧に関する
　覚書

―

―

―

―

延長　約28km

締結

延長　約　28km

締結

④道路陥没対策

　桝取付管取替
　　計5,904箇所
　　延長28,600ｍ

計1,002箇所
延長5,000m

計3,966箇所
延長18,600m

1,000箇所
　延長5,000ｍ

912箇所
延長4,300ｍ

③制度運用
　空き家・不良居住
　建築物への対応

―
計画策定、条例
制定、制度運用

指導強化・支援等 指導強化・支援等

②有効活用
 実現3件（モデル
 活用を含む）

―
空き家活用専門

窓口の開設
活用実現１件

1件 1件
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関連３　地域の安全対策の推進　　

A

A

1　石神井公園駅周辺地区のまちづくり

Ａ

Ｂ

関係権利者の合
意形成活動を丁寧
に進めているた
め。

Ａ

2　上石神井駅周辺地区のまちづくり

Ａ

Ａ

＊
（再掲）

3　その他の駅周辺地区のまちづくり

Ａ

Ａ

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

計667台
新規60台

更新20台

新規60台

更新47台

戦略計画１1　地域生活を支える駅周辺のまちづくり

(1)地域防犯防火
連携組織

　計33組織 計17組織 計27組織 3組織設立 3組織設立

(2)防犯カメラ設置

　新規120台
　　　(計787台）
　更新40台

計450台

備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

合意形成活動 地区計画変更決定 地区計画変更素案
検討

③商店街通りの整備

　街並み整備計画
　案の策定

　無電柱化の設計

―

商店会との調整

概略設計

街並み整備の検討

合意形成

街並み整備の検討

合意形成活動

①南口西地区市街地
　再開発事業

　合意形成活動 都市計画案の検討 合意形成活動 合意形成活動 合意形成活動

②補助132号線
　沿道周辺地区
　
　地区計画変更決定 合意形成活動

備考
当初計画 実績

整備計画策定 事業手法検討 事業手法検討

③駅前広場の整備

①駅前のまちづくり
　
　事業計画検討

整備計画検討

整備計画策定 事業手法検討 事業手法検討

②外環の2沿道
　まちづくり

　事業計画検討

②駅前広場の整備
　
　都市計画決定 駅前広場の

あり方検討準備
整備計画検討 整備計画検討 都市計画原案

作成

(1)武蔵関駅周辺

①駅周辺のまちづく
　り

　事業手法検討
重点地区
まちづくり
計画策定

整備計画検討 整備計画策定 整備計画策定

　【戦略計画9-2の再
掲】

　事業認可
　用地買収
　（一部）

―

整備計画策定

測量
設計

事業認可
用地買収

設計

事業認可
設計

32



Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

関連１　バリアフリーの一層の充実

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

整備計画検討

調整

整備計画策定

調整

整備計画策定

調整

(3)保谷駅周辺

①補助156号線沿道
　のまちづくり

　重点地区まちづく
　り計画案の作成

備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

②小竹向原駅

鉄道事業者等との
協議

協議 協議 協議

(1)駅における
2ルート目のバリア

フリー化された
経路の確保

①光が丘駅

鉄道事業者等との
協議

エスカレーターの
整備

その他のバリア
フリー施設整備

―

協議

調査・検討

調査・検討

協議

検討

検討

協議

検討

検討

②駅前地区の
　まちづくり

　都道沿道の街並
　みルールの策定

都道沿道の
現況調査

西東京市との調整

都道沿道の街並み
検討

都道沿道の街並み
検討

③住環境づくり

　みどりの保全と活
　用に向けた取組

みどりの保全と
活用の調査・検討

調査・検討 調査・検討

地域住民への
アンケート調査

調査・検討 重点地区まちづくり
計画を検討する

区域の指定

重点地区まちづくり
計画を検討する

区域の指定

(2)上井草駅周辺

下石神井四丁目
地区のまちづくり

　事業手法検討

　
　杉並区との調整

重点地区まちづくり
計画策定

事業手法検討着手

経路の指定 経路の調査、検討 経路の指定 経路の指定

改善計画実施
（１地区）

― 策定 策定

(2)駅と公共施設を
結ぶ経路のバリア

フリー化

ガイドライン策定

―

― ガイドライン策定 ガイドライン策定
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1　練馬区エネルギービジョンに基づく取組の推進

A

A

A

A
令和元年度にエネ
ルギービジョンの
見直しに着手

Ⅳ　練馬区の魅力を楽しめるまちづくり

1　創業への総合的な支援の充実

A

A

2　販路拡大など企業活動の活性化　　

A

A

A

A

A

A

戦略計画12　住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会へ
取組名 令和元年度目標

平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

エネルギービジョン
の見直しに着手

―
エネルギービジョン

の策定
― ―

地域コジェネレー
ション創設に向けた

検討

順天堂練馬病院
との調整

順天堂練馬病院
との調整

②全ての医療救護
所にＶ２Ｌを配備

　計10か所 計4か所 3か所 3か所

エネルギービジョン
の具体的取組の
実施

エネルギービジョン
検討会議における

検討

エネルギービジョン
の策定・具体的

取組の実施
実施 実施

①地域コジェネレー
ションシステム創設
に向けた調整

備考
当初計画 実績

戦略計画13　地域特性を活かした企業支援と商店街の魅力づくり

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

（2）空き店舗入居
促進事業の実施

空き店舗入居促進
事業の実施

空き店舗入居促進
事業の実施

実施 実施 A

（1）創業セミナー・
創業支援融資の
実施

創業セミナーの
実施

創業セミナーの
実施

実施 実施

創業支援融資の
実施

創業支援融資の
実施

実施 実施

―

セミナー・個別相談
会の実施

実施 実施

―
事業承継支援

アドバイザー派遣
事業の開始

事業承継支援
アドバイザー派遣

事業の開始

―
商談交流会の

開催
商談交流会の

開催

（2）

①福祉・生活関
連産業支援に
係るモデル事業
の実施

―

セミナー・個別相談
会の実施

実施 実施

（1）企業間交流の
活性化、販路拡大
支援の実施

―

産業見本市の開催 開催 開催

―

福祉・生活関連
産業支援に係る
モデル事業の

開始

福祉・生活関連
産業支援に係る
モデル事業の

開始

②事業承継
支援の実施

当初計画 実績

（3）アニメコンペティ
ション練馬の開催 ―

アニメコンペティショ
ン練馬の開催、

検証
開催 開催 A
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3　お客が集まる個店づくり

A

A

A

4　特色ある取組を行う商店街への支援

5　商店街の魅力発信支援事業

1　意欲的な都市型農業経営の支援

A+

制度の内容につい
て積極的に周知し
たことで、計画を
上回る整備ができ
た。

A

A+

制度の内容につい
て積極的に周知し
たことで、計画を
上回る認定ができ
た。

2　練馬の都市農業の特色を活かした魅力の発信

A

（2）ねりマルシェの開催・支援

A

A

新規に1団体支援
を開始したが、こ
れまで開催してい
た団体が平成30
年度はマルシェを
開催しなかったた
め、団体数の合計
は9団体となり、平
成29年度末と同数
となった。

実施

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

3地域
（継続）

―
4地域

（継続2地域、
新規2地域）

5地域
（継続4地域、
新規1地域）

4地域
（継続） B

（3）まちゼミ支援
実施

― 実施・検証 充実 充実

（1）個店連携支援
実施

― 実施・検証 実施 実施

（2）店舗改修支援
実施

― 実施・検証 実施

当初計画 実績

令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

商店街の魅力発信
事業の実施 ― ― 開始 開始 A

（1）練馬果樹ある
ファーム事業の
推進7園整備支援
既存農園のPR支援

―
モデルケース2園

整備支援
既存農園のPR支援

3園整備支援

実施

6園整備支援

実施

（2）練馬区農の
学校の運営
4コース運営

進捗状況 備考
当初計画

5地域目となる新
規地域の申請が
なかったため。

実績

―
区主催マルシェ

開催
開催 開催

（1）練馬産農産物
のブランド化の
推進・支援

―
検討・支援

PR動画作成
充実

PR動画公開
（15件）

区主催マルシェ
開催

開設準備

4コース運営

上級コースの検討

農の学校工事完了

充実
4コース運営

上級コース運営

（3）認定農業者・都
市型認定農業者の
認定
　24経営体

認定農業者・都市
型認定農業者制度

の運用
18経営体

3経営体
（累計21経営体）

4経営体
（累計22経営体）

戦略計画14　農の活きるまち練馬

取組名

農業者等主催
マルシェの支援
計11団体

―
農業者等主催
マルシェの支援

計9団体

1団体
（計10団体）

1団体
（計9団体）
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3　都市農地の保全に向けた取組の推進

A+

平成30年9月に都
市農地の貸借の
円滑化に関する法
律が施行されるな
ど、要望が一部実
現した。

A

A

A

4　世界都市農業サミットの開催

1　新たなみどり施策の展開

A

A

2　みどりのネットワーク形成の推進

A

A

B

地域ぐるみでの緑
化の推進を通し
て、緑の維持管理
や落ち葉清掃へ活
動を広げていくた
めの支援の検討を
行う必要があるた
め。

（2）農の風景育成
地区制度の活用
農地の取得 2か所

進捗状況 備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

世界都市農業
サミット開催

―

世界都市農業
サミット実行

委員会の設置

開催計画の決定

プレイベント開催 プレイベント開催 A

（4）特定生産緑地
指定に向けた
周知・調整

― 検討 周知・調整 周知・調整

― 農地の取得
1か所

農地の取得
1か所

農地の取得
1か所

（3）都市農業・農地
の多様な機能を
発揮させる取組
の推進

―

伝統野菜を活用
した食育の推進、
防災機能の周知、
防災協定の見直し

充実 充実

（1）制度改正に
向けた取組の推進

制度改正に向け
た取組の推進

要望の一部実現 国への要望活動
国への要望活動
要望の一部実現

みどり施策の新た
な考え方の構築

樹林地調査

みどりの実態調査

みどりの区民会議
から考え方の提案

みどり施策の新た
な考え方の構築

（みどりの基本計画
改定）

みどりの総合計画
の策定

みどりの区民会議
（区民協働による
みどりの保全創出）

備考
当初計画 実績

戦略計画15　みどりあふれるまちづくり

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

区民管理

1か所開始
― ― ― ―

(1)みどりを地域で守
り育てる仕組みの

拡充

憩いの森の区民管理の拡充

区民活動団体
育成・啓発

1か所継続
―

2か所

―
開催（6回）

区へ事業を提案
検討・提案

開催（1回）

モデル事業実施

2か所継続 2か所継続

落ち葉処理にかか
る新しい支援の
開始

―
支援制度の検

討
構築 検討

公園の区民管理の
拡充

― 関係団体への働きかけ 関係団体への働きかけ 関係団体への働きかけ A
　　　　  4か所 　　　　  2か所 　　　　 4か所
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①

A

②

A

③

A

④

A

⑤

A

⑥

A

⑦

A

⑧

A

⑨

A

⑩

A

A

3　都市インフラの整備におけるみどりの創出

A

備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

こまどり公園
（仮称下石
神井五丁目
公園）

―
事業認可
用地買収

設計
整備 整備完了

（仮称）農の
風景公園 ― 事業認可

用地買収
設計

用地買収
設計

事業認可
設計
整備

整備 整備完了

（仮称）上石
神井三丁目
公園

―
事業認可

設計
用地買収

設計
用地買収

設計

練馬総合運
動場公園

調査

稲荷山公園

― ― 調査 調査

こどもの森
緑地 ― ― ― ―

拡張　3か所

大泉学園町
希望が丘
公園

―
事業認可
用地買収

設計
設計 設計

田柄川緑道
（放射35号
線交差部） ― ― ― ―

豊玉中いっ
ちょうめ公園 ― ― 設計 設計

改修　3か所

四季の香公園
（西欧庭園
区域）
四季の香
ローズガー
デン拡充

― ―
事業認可

設計
事業認可

設計

A

都市計画決定の
手続きは2か所で
進めたが、年度内
に告示したものは
1か所。もう1か所
も平成31年4月に
告示した。

A

(3)民有樹林地の
保全

都市計画決定
計6か所

樹林地調査

―

合意形成活動

2か所

合意形成活動

2か所

合意形成活動

1か所

次期整備予定
の公園

都市計画決定
6か所

― 2か所 2か所 3か所

(2)特色ある公園
の整備

整備完了　4か所
　　新設　　3か所

　　改修　　1か所

新設　4か所

都市インフラの整
備にあわせた
みどりの創出

関係機関への
働きかけ・調整

働きかけ・調整
・放射35・36号線
　・外環の2　など

働きかけ・調整
　

働きかけ・調整
　

整備内容の検討・
調整

検討・調整
　・補助232号線

　　Ⅰ－1期
・区画街路1号線

検討・調整
・主要区道67号線
・区画街路1号線

検討・調整
・主要区道67号線
・区画街路1号線
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4　みどりの美しい街並みづくり                      

戦略計画16　風を感じながら巡るみどりのまち

1　「練馬ならでは」の都市文化を楽しめるまちに

A

A

A

A

A

A

B

当初は日本大学
芸術学部による利
用を予定していた
が、3大学での利
用に方針転換した
ため。

A

（3）映像文化のまちづくり

A

A
（再掲）

A
（再掲）

当初計画 実績

①緑化取組
　

　10か所
― 8か所 1か所 2か所 A+

町会連合会支部
連絡会および支部
会において、みど
りの協定に関する
説明を行い、新た
に2か所で協定を
締結した。

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況 備考

②経過観察
（樹木診断）183本

　更新　　   52本

外観診断　231本
精密診断　109本

　
　更新  　　　3本

　
　　　　　―

　
　更新  　　 42本

―

5本

　
―

6本

　
A

映像文化イベント
検討

当初計画 実績

（1）「練馬ならでは」の事業・イベントの実施、魅力的な文化の掘り起こし

質の高い文化
芸術の鑑賞機
会の充実
（リーディング
イベント）

―

ジャズイベントの
実施

実施 実施

（仮称）アートギャラ
リー（江古田駅）

検討
開設 開設準備工事

検討

区民自らが参加
して楽しむ事業
の実施

―

ねりま郷土芸能
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの実施

郷土芸能
ねりま座

実施
実施

区民ｺﾝｻｰﾄ、ﾕﾆﾊﾞｰ
ｻﾙｵｰｹｽﾄﾗｺﾝｻｰﾄ

の実施

（仮称）区民ユニ
バーサルコン
サート実施

Nerimaユニバー
サルコンサート

実施

練馬薪能の実施 実施 実施

体験・参加型事
業の充実・実施
【戦略計画16-2
の再掲】

― ―
体験型ｱﾆﾒｲﾍﾞﾝﾄ

開始
開始

「映像文化のま
ち構想」の策定

― ― 検討 検討

アニメコンペティ
ション練馬の
開催
【戦略計画13-2
の再掲】

―

（2）美術館リニュー
アルへ向けた再整
備基本構想の策定

― 改修の方向性検討 構想の検討 構想の検討

大谷康子理事長
コンサートの開催

真夏の音楽会
実施

実施

―

アニメコンペティショ
ン練馬の開催、

検証
開催 開催
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2　練馬の魅力を体感できる仕組みづくり
（1）練馬区の多彩な魅力の発信

A

A

A

A

（2）無料公衆無線LAN（無料Wi-Fi）の整備 【戦略計画18-3の再掲】

A
（再掲）

３　シェアサイクル導入に向けた取組の実施

４　自転車レーンの整備促進等による散策しやすいまちづくり

A

A

A

5　身近でスポーツを楽しめる環境の整備

A

＊

現在地以外への
移転の可能性を含
めた検討が必要な
ため。

A

A

A

A

A

備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

体験・参加型事
業の充実・実施

―
観光ツアーの実施
（アニメ聖地巡礼） 実施 実施

― ―
体験型ｱﾆﾒ
ｲﾍﾞﾝﾄ開始

開始

練馬の魅力
情報の発信

―

観光情報誌の発行
（ことりっぷ練馬さん

ぽ）
充実 充実

新ねりコレ事業の
募集開始

決定
PRイベント開催

決定
PRイベント開催

関係機関への
働きかけ・調整

関係機関への
働きかけ

働きかけ・調整 働きかけ・調整 働きかけ・調整

整備内容の検討・
調整

整備内容の検討・
調整

実施設計
整備⑴

① 大泉学園町
体育館

　　アリーナ改修

― 設計 工事

整備 整備

社会実験完了

事業効果等検証

―
社会実験開始 実施

検証

実施

検証

A

整備箇所の拡大 ― 4か所 検討 検討

工事

検討・調整 検討・調整 検討・調整

開始 開始

⑵

① ユニバーサ
ルスポーツフェ
スティバルの
拡充

― 実施 充実 充実

自転車レーン
モデル路線

（2路線整備）

補助232号線Ｉ-1期
への自転車走行

空間の設置
設置

設計 設計 設計

⑤ 大泉学園町
希望が丘公園
運動場
（第Ⅱ期）

　　　整備（一部）

整備内容検討
用地買収

設計
設計 設計

② 総合体育館
(改築）

　　事業実施に
　　向けた検討

事業実施方針検討
事業実施に向けた

検討
検討 検討

③ 練馬総合運動
場公園内屋外ス
ポーツ施設

　　　　整備

都市計画変更準備

④ 大泉さくら運
動公園庭球場
等

　　　整備

設計
（多目的運動場

人工芝化）

② 障害者
スポーツ指導員
の育成・活用の
実施

― 調査・検討
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６　ねりまワールドフェスティバルの開催　【旧事業名「(仮称)国際文化交流フェスティバルの開催」】

A

旧事業名「(仮称)
国際文化交流フェ
スティバルの開
催」

７　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組
(1)区民や関係団体との協働による取組

B

大会組織委員会
から、順次断片的
に情報がもたらさ
れることから、内
容に応じて、適
宜、関係団体と情
報共有・意見交換
を行うこととした。

A

(2)効果的な機運醸成事業の実施

A

A

(3)各施策の充実と連動させた機運醸成の取組

A
（再掲）

A
（再掲）

A
（再掲）

旧事業名「（仮称）
国際文化交流フェ
スティバルの開
催」

１　練馬城址公園をにぎわいの拠点に

Ⅴ　新たな区政の創造

１　区政改革計画に基づく取組の推進

戦略計画17　練馬城址公園をにぎわいの拠点に

ねりまワールドフェ
スティバルの開催
【旧事業名「(仮称)
国際文化交流
フェスティバルの
開催」】

「国際交流の
つどい」実施

「国際交流の
つどい」実施

実行委員会の設置

世界都市農業
サミットプレイベン
ト連動事業の実施

「国際交流のつど
い」実施

「ワールドマーケッ
ト」実施

備考
当初計画 実績

集客が見込める
既存イベントで
の出展

―

練馬こぶしハーフ
マラソンでの

アスリートによる
トークイベント等

実施 実施

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

進捗状況

世界都市農業
サミット開催
【戦略計画14-4
の再掲】

―

世界都市農業
サミット実行委員会

の設置

開催計画の決定

プレイベント開催 プレイベント開催

ねりまワールド
フェスティバルの
開催
【旧事業名「(仮称)
国際文化交流フェ
スティバルの開
催」】
【戦略計画16-6の
再掲】

「国際交流の
つどい」実施

「国際交流の
つどい」実施

実行委員会の設置

世界都市農業
サミットプレイベン
ト連動事業の実施

「国際交流の
つどい」実施

「ワールドマーケッ
ト」実施

関係団体との
情報共有・
意見交換

― ―
(仮称)区民推進協
議会の設置・開催

関係団体との情報
共有・意見交換の

あり方の検討

応援プログラム
への参加促進

―

ユニバーサルス
ポーツフェスティ
バルの拡充
【戦略計画16-5
の再掲】

― 実施 充実 充実

制度の周知
登録勧奨

手続き支援
実施 実施

注目を集めるタ
イミングに合わ
せた事業実施

― 1000日前事業

進捗状況

公園整備に
向けた
東京都との調整

調整 調整 調整 調整 A

備考
当初計画 実績

具体的取組の
推進

区政改革計画
の検討に向けた

準備

区政改革計画
の策定

具体的取組の
推進

推進 推進
A

備考

令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況

当初計画 実績

戦略計画18　新しい成熟都市に向けた区政の創造

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

取組名
平成30年度

2年前事業

500日前事業

2年前事業の実施

500日前事業の
実施
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２　区民とともに進める区政

A

21事業の応募が
あったが、採択基
準により、2事業を
新規に採択した。

B

・新たな相談情報
ひろばの開設に向
け、開設・運営指
針の検討を開始し
た。検討を進める
中で、ひろば運営
のあり方や、他の
居場所提供事業と
の整理等につい
て、引き続き検討
が必要なため開設
を見送った。
・既存の相談情報
ひろば1か所が運
営団体の都合によ
り平成30年10月に
閉鎖となった。

３　ＩＣＴの活用などによる区民サービスの向上

(1)地域おこしプロ
ジェクトの実施

プロジェクト事業
の実施
計9事業

― 新規3事業 新規3事業 新規2事業

備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

進捗状況

(4)新たな広報戦
略の実施

新たな広報戦略
の実施 ―

「よりどりみどり
練馬」の実施

新たな広報戦略
の検討

実施 実施 A

(3)協働ワークショップ
の実施

協働ワークショッ
プの実施

― ― 開始 実施 A

(2)相談情報ひろ
ばの充実

相談情報ひろば
計16か所

― 計11か所 2か所開設
開設なし、既存の
相談情報ひろば

1か所閉所

(2)住民税などの新
たな納付方法の

導入

新たな納付方法
の導入

― 検討 システム改修

(1)無料公衆無線LAN
（無料Wi-Fi）の整備 整備箇所の拡大 ― 4か所 検討 検討 A

システム改修 A
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① A

② A

③ A

①

A
（再掲）

A
（再掲）

A+
（再掲）

保育システムのリ
プレースと同時に
導入する方が事業
効果が高いと見込
まれるため、並行
して検討を進めら
れるよう１年前倒
しした。

A
（再掲）

②

1) A
（再掲）

認証保育所の空き
情報提供を開始

2) A
（再掲）

進捗状況 備考
当初計画 実績

取組名 令和元年度目標
平成26年度末の現況
(ビジョン策定時点)

平成29年度末の現況
平成30年度

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
導
入

児童手当認
定請求およ
び現況届

 受付開始

―
受付開始

（児童手当認定
請求）

受付開始
（児童手当の

現況届）
受付開始

データを活用した
取組の実施 検討 検討

(4)ＩＣＴを活用した
子育て関連

サービスの拡充
【戦略計画2-2の

再掲】

マイナポータルを活用した子育て情報の提供とオンライン手続の拡充

マイナポータル
を活用した子育
て情報の提供
 提供情報の
 充実

―
情報提供の開始

東京都オープン
データサイト
との連携

連携 連携
(3)オープンデータ活

用の推進

練馬区オープン
データサイトの
検索機能の
向上

―
練馬区オープン

データサイト
開設・公開

向上 向上

実施 実施

ICTを活用した子育て関連情報の充実

保育施設空き
情報提供事業
の充実

―
対象保育施設数
の拡大に向けた

検討

対象保育施設数
の拡大

対象保育施設数
の拡大

民間子育て
情報ポータル
サイトの
スマートフォン
対応支援

― ―

保育園入園
申請
　
 導入検討

― ― 課題整理 導入検討

保育施設
の現況届

 受付開始
― 導入検討 受付開始 受付開始

充実 充実
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